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循環型ビジネスの鍵となる
“マテリアルリサイクル”とは

特集

野村乳業株式会社
注目企業を訪ねる

人とのつながりを生む
高齢者デイサービス施設「52間の縁側」

好木心
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棄
物
を
削
減
し
た
後
の
最
終
手
段
が
リ
サ

イ
ク
ル
な
の
で
す
。

建
材
に
も
新
た
な
価
値
基
準
や

コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要

　

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
は
、

資
源
の
消
費
抑
制
や
環
境
負
荷
低
減
に
つ

な
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
推
進
に
当
た
っ
て
は
課
題
も
あ
り
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
周
回
が
進
め
ば
進
む

ほ
ど
素
材
の
品
質
劣
化
は
避
け
ら
れ
ず
、

ま
た
万
が
一
、
有
害
物
質
に
汚
染
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
そ
れ
も
循
環
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
が

完
成
し
て
い
て
も
、
コ
ス
ト
や
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
見
合
わ
な
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル

は
進
み
ま
せ
ん
。
新
品
よ
り
も
コ
ス
ト
を

抑
え
つ
つ
、
い
か
に
品
質
を
保
証
で
き
る

か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く

た
め
に
一
番
大
切
な
の
が
、
高
い
精
度
の
分

別
で
す
。
こ
れ
は
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
品

質
劣
化
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
場
合
、
素
材
に
よ
っ
て
融

解
温
度
が
異
な
る
た
め
、
同
じ
素
材
で
な

い
と
高
品
質
な
加
工
形
成
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
今
後
は
、
製
品
デ
ザ
イ
ン
の
段
階

か
ら
分
別
し
や
す
い
設
計
を
行
う
な
ど
、

上
流
側
が
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
考
え
た
も
の

れ
が「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」に
当
た
り
ま
す
。

新
聞
紙
が
新
聞
紙
へ
、
ビ
ー
ル
瓶
が
ビ
ー

ル
瓶
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
元
の
素
材
・
製
品
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に

は
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
も
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
の
拡
大
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

<

カ
ス
ケ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル>

　

廃
棄
物
へ
の
異
物
混
入
や
元
の
製
品
の

経
年
劣
化
な
ど
は
、
素
材
の
品
質
を
低
下

さ
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
元
の

製
品
よ
り
も
品
質
へ
の
要
求
が
低
い
別
の

製
品
へ
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
の
が
「
カ

ス
ケ
ー
ド
リ
サ

イ
ク
ル
」
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
卵
パ
ッ
ク
や

衣
類
へ
、
と
い
っ

た
具
合
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
幅

が
広
が
る
と
い

う
利
点
が
あ
り

ま
す
が
、
新
た

な
製
品
へ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
も
重
要

に
な
り
ま
す
。

<

ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル>

　

元
の
製
品
と

は
異
な
る
価
値
基
準
で
付
加
価
値
を
つ
け

た
の
が
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
で
す
。
例

え
ば
、
革
製
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
６
年
間
使

え
ば
劣
化
が
避
け
ら
れ
ず
品
質
的
に
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
劣

化
を
“
思
い
出
”
と
捉
え
、
小
物
入
れ
な

ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
品
質
と
は
異
な

る
新
た
な
付
加
価
値
を
持
つ
製
品
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

付
加
価
値
向
上
と
い
う
経
済
原
則
か
ら

考
え
る
と
、
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
が
最
も
有

効
な
方
法
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
大
量
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
適
さ
ず
、

資
源
を
効
率
的
に
循
環
さ
せ
る
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
が
重
要
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、「
廃

棄
物
を
減
ら
す
」
と
い
う
大
前
提
で
、
大

量
消
費
に
よ
る
大
量
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指

す
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
、Reduce

（
廃
棄
物
を
減
ら
す
）
、

R
euse

（
再
利
用
す
る
）
、R

ecycle

（
再

利
用
す
る
）
と
い
う
「
３
Ｒ
」
が
推
奨
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
廃
棄
物

の
発
生
抑
制
を
よ
り
強
調
す
る
た
め
、

R
efuse

（
過
剰
包
装
な
ど
を
断
る
）
、

R
epair

（
修
理
す
る
）
を
加
え
た
「
５
Ｒ
」

へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
廃

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は

〝
繰
り
返
し
〟再
利
用
が
可
能

　

環
境
及
び
経
済
、
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
仕
組
み
は
限
界

に
達
し
て
お
り
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
図
１
）
へ
の
移
行
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
も

優
先
度
が
高
い
手
法
と
言
え
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
種
類
に
は
、
大
き
く
分

け
て
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

① 

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

　

不
要
に
な
っ
た
製
品
や
廃
棄
物
を
資
源

と
し
て
再
び
使
え
る
よ
う
加
工
し
、
原
材

料
と
し
て
再
利
用
す
る
方
法
で
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
の
中
で
最
も
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、

あ
る
程
度
繰
り
返
し
再
利
用
が
可
能
で
す

（
図
２
）
。

② 

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル（
サ
ー
マ
ル
リ

カ
バ
リ
ー
）

　

廃
棄
物
を
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
方
法

で
す
。
例
え
ば
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ガ

ラ
ス
な
ど
が
混
ざ
り
合
い
、
分
別
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
分
別
せ

ず
に
す
べ
て
を
焼
却
し
、
発
生
し
た
熱
を

利
用
し
ま
す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
一
回

限
り
で
終
了
で
す
が
、
埋
め
立
て
処
分
さ

れ
る
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

③ 

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル

方
法
で
、
分
子
レ
ベ
ル
に
ま
で
分
解
し
樹

脂
化
し
て
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
も
し

く
は
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

複
数
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
た
複

合
材
料
で
で
き
て
お
り
、
性
質
が
異
な
る

材
料
が
混
合
し
て
い
る
と
そ
の
ま
ま
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
完
全

に
分
解
で
き
れ
ば
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

が
可
能
に
な
り
、
難
し
い
と
き
に
は
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
は

「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
も
、
繰
り
返
し
利

用
が
期
待
で
き
る
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
は
、
さ
ら
に
３
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

<

水
平
リ
サ
イ
ク
ル>

　

　

古
紙
や
ガ
ラ
ス
瓶
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク

ル
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

循環型ビジネスの鍵となる
“マテリアルリサイクル”とは

サーキュラーエコノミー（循環経済）とは、製品のライフサイクル全体で資源を効率的に循環利用しながら、
付加価値の最大化を目指す経済システムを指す。

2025年2月には、「資源の有効な利用の促進に関する法律」（資源有効利用促進法）の改正案が閣議決定され、
リサイクル原料利用の義務化や環境配慮設計など、サーキュラーエコノミーへの移行を促進する規定が新たに追加された。
資源の消費を極力減らしながら生産の維持・拡大を図り、廃棄物の削減も目指すにはリサイクルが重要なポイントとなる。

中でも、最も重要なのは“マテリアルリサイクル”だ。
今号では、“マテリアルリサイクル”とは何かを解説し、その取り組みなどを紹介する。

特  集

づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
何
の
素
材
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
細

か
く
明
記
す
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
分
別
は
消
費
者
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
環
境
貢
献
へ
の

意
識
な
ど
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
な
が
る 

Ｐ
Ｒ
も
必
要
で
す
。

　

建
設
分
野
は
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施

行
な
ど
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん
で
い
る

業
界
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
む
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。
古
材
の
よ
う
に
古
い
か
ら
こ
そ
魅

力
が
あ
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
建
材
だ
か
ら
こ

そ
良
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
た

な
価
値
基
準
や
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
が
広

が
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ペット
ボトル

現在30％以上が水平リサイクルされており、最も水平リサイクル
が進んでいる分野。洗浄や汚染除去を経て厳しい安全品質基準をク
リアしたものだけがペットボトルへと水平リサイクルされている

プラス
チック

カスケードリサイクルが主流。食品トレー、卵パック、ラミネート包材、
洗剤容器などにリサイクルされる

金属 携帯電話やパソコンなどの電子機器から希少金属「レアメタル」を
抽出し再利用するのもマテリアルリサイクルの一種

古紙 新聞紙は新聞用紙やコピー用紙へ、段ボールは段ボール箱へと、紙の
特徴や品質に応じて再利用されるため、紙の種類ごとの分別が大切

木 廃材や端材などをパルプ原料、畜産用の敷料、堆肥などに再利用する

石こう
ボード

紙くずと石こうに分類し、再生紙材料や石こうボードへの水平リサイ
クル、セメント原料へのカスケードリサイクルが行われている

図１. サーキュラーエコノミーの概念図

図2. マテリアルリサイクルの例

東京科学大学
環境・社会理工学院　教授

高橋 史武 氏

廃棄物

利用

製品

従来
（線型経済）

サーキュラーエコノミー
（循環経済）

原材料

再
設
計
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● 窓ガラスの水平リサイクル事業の流れ

● 萩原工業によるブルーシートの水平リサイクルの流れ（一例）

サ
ッ
シ
を
分
離
し
、
③
不
純
物
を
徹
底
的

に
除
去
し
て
高
品
質
な
リ
サ
イ
ク
ル
原
料

と
な
る
カ
レ
ッ
ト
＊
１
を
製
造
し
ま
す
。
そ

の
後
、
④
Ａ
Ｇ
Ｃ
が
バ
ー
ジ
ン
原
料
＊
２
と

共
に
溶
解
し
て
新
た
な
板
ガ
ラ
ス
と
し
て

再
生
し
て
い
ま
す
」（
小
林
氏
）

　

全
国
の
廃
棄
物
処
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
本
ス
キ
ー
ム
の
構

築
と
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
っ
て

い
る
の
が
オ
リ
ッ
ク
ス
だ
。

  

「
本
ス
キ
ー
ム
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、
解

体
業
者
や
工
務
店
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
他

の
素
材
と
一
緒
に
解
体
処
理
し
て
い
た
板

ガ
ラ
ス
に
〝
割
ら
ず
に
外
す
〟
と
い
う
一

手
間
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
行
動
変
容
を
い
か
に
促
し
、
協

力
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
増
や
せ
る

か
が
、
普
及
の
鍵
と
な
り
ま
す
」（
中
村
氏
）

〝
ガ
ラ
ス
は
優
れ
た
循
環
資
源
〟

と
い
う
意
識
変
革
が
必
要

　

板
ガ
ラ
ス
を
き
れ
い
に
外
す
手
間
や
コ

ス
ト
も
含
め
て
、
経
済
的
に
成
り
立
つ
仕

組
み
づ
く
り
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

  
「
現
在
は
関
東
圏
中
心
で
す
が
、
高
品
質

な
カ
レ
ッ
ト
の
製
造
量
が
増
え
れ
ば
バ
ー

ジ
ン
原
料
の
使
用
量
が
節
減
さ
れ
、
原
料

の
輸
入
率
低
減
に
寄
与
し
ま
す
。
カ
レ
ッ

ト
は
バ
ー
ジ
ン
原
料
と
比
較
し
て
低
温
で

が
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
な
ス
キ
ー

ム
を
組
ん
で
い
る
。

  

「
一
般
的
な
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
Ｐ
Ｐ
ロ
ー

プ
や
四
隅
に
金
属
ハ
ト
メ
が
使
わ
れ
て
い

る
た
め
外
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
輸

入
製
品
は
原
料
が
粗
悪
な
場
合
も
あ
る
た

め
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
は
当
社
の

対
応
製
品
の
み
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
２

社
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
で
取
り
組
み
を
開

始
し
て
い
る
他
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
や
ゼ
ネ

コ
ン
業
界
な
ど
複
数
社
と
の
ト
ラ
イ
ア
ル

が
進
ん
で
い
ま
す
」

〝
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
〟は
時
代
に

対
応
す
る
た
め
の
先
行
投
資

　

同
社
製
品
は
原
料
か
ら
一
貫
し
て
国
内

製
造
す
る
た
め
品
質
が
担
保
さ
れ
る
他
、

国
内
の
利
用
現
場
を
想
定
し
た
様
々
な
サ

イ
ズ
展
開
を
行
っ
て
い
る
強
み
が
あ
る
。 

一
方
で
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
一
般

的
な
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
輸
入
品
と
比
べ
て

現
時
点
で
は
割
高
と
な
る
。

  

「
環
境
意
識
の
高
い
大
手
企
業
か
ら
の
理

解
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
中

小
企
業
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
社
の
生
産
能
力
に
対
し
稼
働
率

は
ま
だ
ま
だ
余
裕
が
あ
る
た
め
、
回
収
量

を
増
や
し
添
加
率
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

解
体
現
場
の
廃
ガ
ラ
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
に

適
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
丁
寧
に
廃
ガ

ラ
ス
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
も
取
り
外
し

に
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
加
え
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
に
な
る
と
十
分
認
識
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
進

ん
で
い
ま
せ
ん
」（
長
尾
氏
）　

　

溶
解
炉
に
不
純
物
が
混
入
す
る
と
ガ
ラ

ス
の
強
度
や
品
質
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
生

産
ロ
ス
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
メ
ー

カ
ー
も
廃
ガ
ラ
ス
の
受
け
入
れ
に
は
慎
重

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
国
内
最
大
手

の
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ａ
Ｇ
Ｃ
は
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
に
向
け
て
製
造
工
程
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
削
減
を
目
指
し
、
オ
リ
ッ
ク
ス
と
共
同

で
ガ
ラ
ス
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
新

た
な
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
た
。

  

「
ま
ず
、
①
解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
現
場
で

窓
を
サ
ッ
シ
ご
と
〝
割
ら
ず
に
〟
取
り
外

し
、
提
携
業
者
が
オ
リ
ッ
ク
ス
環
境
の
拠

点
へ
搬
入
し
ま
す
。
②
そ
こ
で
ガ
ラ
ス
と

シ
ー
ト
に
は
土
な
ど
の
不
純
物
が
付
着
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
原
料

と
し
て
使
え
ま
せ
ん
。
水
平
リ
サ
イ
ク
ル

に
当
た
り
、
そ
れ
が
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い

た
た
め
、
分
別
・
洗
浄
・
再
生
ペ
レ
ッ
ト
製

造
と
い
っ
た
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
過

程
を
一
連
に
行
う
機
械
を
開
発
し
ま
し
た
」

　

同
社
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
は
以
下
の
流

れ
と
な
る
。
①
契
約
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
使
用

済
み
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
回
収
し
、
②
分
別
・

洗
浄
・
ペ
レ
ッ
ト
再
生
を
一
連
に
行
う
装
置

に
投
入
し
不
純
物
が
取
り
除
か
れ
た
良
質

な
ペ
レ
ッ
ト
原
料
を
製
造
、
③
再
生
ペ
レ
ッ

ト
を
原
料
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
再
製
造
す

る
。
再
生
ペ
レ
ッ
ト
添
加
率
は
約
25
％
以

上
で
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
品
を
生
産
、
販
売

し
て
い
る
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
同
社
が
ユ
ー

ザ
ー
も
し
く
は
産
廃
処
理
業
者
か
ら
有
価

買
い
取
り
を
行
う
が
、
最
低
で
も
１
回
当

た
り
２
ｔ
程
度
の
ま
と
ま
っ
た
量
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
回
収
作
業
は
同
社
が
直
接

行
う
場
合
と
産
廃
処
理
業
者
が
行
う
場
合

溶
解
で
き
る
た
め
、
製
造
工
程
に
お
け
る 

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
も
貢
献
し
ま
す
」

（
小
林
氏
）

　

ガ
ラ
ス
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
を
成
功
さ

せ
る
に
は
、
関
係
事
業
者
が〝
ガ
ラ
ス
は
原

料
と
し
て
半
永
久
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
優
れ
た
循
環
資
源
〟と
い
う
認
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
将
来
的
に

は
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
っ
た
製
品
の
付
加

価
値
が
市
場
で
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

  

「
廃
棄
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

私
た
ち
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
。
メ
ー

カ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
、
そ
し
て
現

場
が
一
体
と
な
り
、
こ
の
循
環
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
長
尾
氏
）

れ
ば
、
再
生
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
生
産
性
が

向
上
し
ま
す
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

し
て
も
ら
え
る
企
業
様
を
増
や
し
て
好
循

環
を
つ
く
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
応
製
品
で
あ
る

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
ず
は
同
社
製

品
の
価
値
を
認
め
て
く
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
を

増
や
し
、
長
期
目
線
で
「R

e V
A

LU
E+

」

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

  「
２
０
２
６
年
４
月
に
は
、
再
生
資
源
の
利

用
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
改
正
資
源
有
効
利

用
促
進
法
が
施
行
予
定
な
ど
、
我
々
を
取

り
巻
く
環
境
に
は
大
き
な
変
化
の
波
が
押

し
寄
せ
て
お
り
、
い
ず
れ
様
々
な
工
業
製
品

に
お
い
て
再
生
原
料
利
用
の
義
務
化
や
販

売
製
品
の
回
収
義
務
化
が
進
む
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
当
社
に
と
っ
て
『R

e V
A

LU
E+

』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
時
代
に
対
応
す
る
た

め
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
様
に
と
っ
て
も
同
じ
意
味
を
持
つ
は
ず

で
す
。
共
に
未
来
を
つ
く
る
仲
間
を
増
や

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
可
能
性
を
広
げ
、
新

た
な
価
値
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

萩原工業株式会社
産業資材営業部 部長

福島 竜彦 氏

　

一
般
的
に
〝
ガ
ラ
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
る
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
れ
は
主
に
ガ
ラ
ス
瓶
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

建
築
物
な
ど
の
廃
棄
板
ガ
ラ
ス
の
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

細
か
く
砕
き
、
路
盤
材

な
ど
に
利
用
す
る
カ
ス

ケ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
の
他

は
、
ほ
と
ん
ど
が
埋
め
立

て
処
分
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
だ
。

  

「
国
内
の
建
築
物
か
ら

発
生
す
る
廃
ガ
ラ
ス
は

年
間
50
万
ｔ
以
上
に
及

び
ま
す
。
解
体
現
場
で

は
他
の
素
材
と
一
緒
に

解
体
さ
れ
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
が
、
リ
サ
イ

ク
ル
資
源
と
す
る
に
は

高
い
品
質
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

  「
当
社
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

機
械
の
製
造
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
原
料
と
す
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
も

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の

が
、『R

e V
A

LU
E+

』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
誕
生

の
き
っ
か
け
で
す
。
使
用
済
み
の
ブ
ル
ー

循環型ビジネスの鍵となる
“マテリアルリサイクル”とは

独
自
の
技
術
・
ス
キ
ー
ム
で
使
用
済
み

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
成
功

建
築
現
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
、
使
用
後
ほ
と
ん
ど
が
焼
却
・
埋
め
立

て
処
分
さ
れ
て
い
る
。
国
産
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
９
割
超
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
萩
原
工
業
株
式

会
社
で
は
、
２
０
２
１
年
よ
り
使
用
済
み
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「R

e
V

A
L

U
E

+

」を
開
始
し
、
建
築
資
材
の
循
環
に
挑
戦
し
て
い
る
。

特  集

＊1 カレット：ガラス製品を細かく砕いたもの
＊2 バージン原料：再利用されていない新しい原材料のこと

 ・スキーム構築    ・トータルマネジメント
 ・企業間連携

①解体業者
リフォーム
業者

窓の取り外し

消費者

製品利用

新たなガラス
製品の原料
として活用

③カレット
業者

品質確認

④板ガラス
メーカー

板ガラス
製造

②リサイクル事業者
産業廃棄物処理
事業者

ガラスをサッシなど
他素材と分離

TREガラス

廃ブルーシート

再生ペレット

産廃処理業者

リサイクル業者

再生ブルーシート

萩原工業株式会社

ブルーシートユーザー

① 廃ブルーシート
 　の回収

② 分別・洗浄・
 　ペレット再生

③ リサイクル製品
 　の製造

AGC株式会社
建築ガラス  アジアカンパニー
持続的経営基盤構築グループ

マネージャー

小林 直也 氏

オリックス株式会社
環境エネルギー本部  環境事業推進部  

サーキュラーエコノミー
推進チーム長

中村 育美 氏

AGC株式会社
建築ガラス  アジアカンパニー
持続的経営基盤構築グループ

グループリーダー

長尾 祥浩 氏

窓
ガ
ラ
ス
は〝
循
環
型
の
資
源
〟

国
内
初
と
な
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
始
動

住
宅
な
ど
の
改
修
工
事
で
発
生
す
る
廃
棄
窓
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

及
び
オ
リ
ッ
ク
ス
環
境
株
式
会
社
、
Ａ
Ｇ
Ｃ
株
式
会
社
が
２
０
２
５
年
３
月
に
国
内
初
と

な
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
た
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

実
現
に
向
け
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
参
画
を
拡
大
し
て
い
く
構
え
だ
。

事
例 

❶

事
例 

❷
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資源循環と最終処分量の削減に貢献する

マテリアルリサイクル建材循環型ビジネスの鍵となる
“マテリアルリサイクル”とは

特  集

古着や売れ残りの衣料品、繊維製品の端材などの廃棄繊
維を主原料とした繊維100％の再生繊維フェルト。厚

みのラインアップが豊富で、縫製加工可能な薄いシート材
から硬質なボード材まで対応でき、家具、建築用材、什

じゅうき

器
など幅広い用途に活用可能。⽇本の繊維廃棄物は年間100
万トンにも及び、およそ95万トンが焼却や埋め⽴て処分さ
れ、リサイクルする場合でも単一の素材でなければできないケースが多い。しかし本商品は再生
が難しかった混紡繊維も原料にできる技術によって、廃棄繊維の削減と繊維資源の循環に貢献す
る。廃棄繊維を細かな繊維状に戻したのち、融着繊維と絡み合わせ熱プレスで硬質化することで、
繊維の積層により生まれる多孔質構造を持たせ、吸音性や断熱性を保ちながら通気性も確保。

「Rebornfiber® Q-on」はこれらの機能性をアップし、自立性がありながらクッション性のある
柔らかな素材となっており、吸音パネルやパーテーションにも適した素材となっている。

【仕様】
◉	 Rebornfiber® 硬質ボード  サイズ（mm）：910×1,820／厚さ：約1mm～最大20mm厚／重量：1mm厚の

場合約800ｇ
◉	 Rebornfiber® Q-on（キューオン）   サイズ（mm）：910×1,820／厚さ：約25mm×３層／重量：約7㎏
●	 問い合わせ先：株式会社 GREEN FLAG

Rebornfiber®
株式会社 GREEN FLAG

リサイクルの難しい“混紡繊維”も原料にできる再生繊維フェルト

「タイガーR100」は、新築現場や解
体現場などから出る廃石膏ボー

ドから分離した石膏を主原料に100％
使用した石膏ボード。近年、分別回収
技術が進歩することでリサイクルのた
めの石膏を安定的に確保できるように
なったことから、2025年1月に販売
を開始した。独自技術の開発により廃石膏ボードから分離した石膏を主原料として使うこと
で、製造における厚さ12.5mmのタイガーR100のCO2排出量は、0.81㎏ 
-CO2eqと低い値を実現。建築物のライフサイクルカーボン削減に貢献する
建材として期待される。

【仕様】
◉	 NM-8619（不燃）　厚さ：12.5mm／寸法（mm）：910×1,820
◉	 QM-9828（準不燃）　厚さ：9.5mm／寸法（mm）：910×1,820
●	 問い合わせ先：吉野石膏株式会社

タイガーR100
吉野石膏株式会社

建築現場リサイクル
せっこう

粉砕・分離

主原料はリサイクルせっこう

100％

出荷

新築系・解体系
せっこうボード回収

製造エネルギーを低減したリサイクルせっこうボード

間伐材をチップ化したものを主原料とした
カーボンニュートラルな舗装ブロック。

木質チップと接着剤を混合し、プレス機による
100トンの加圧と高温加熱で成形することで、内部への雨水の侵入を減らし、長寿命
化を実現している。公園や広場、歩道にも使用可能。木の柔軟性を生かし衝撃を吸収
することにより歩行時の足腰への負担を軽減する効果もある。また、間伐材の有効活
用に貢献することはもちろん、製造時のCO2排出量に対し、原材料で
ある樹木の成長過程で吸収されたCO2貯蔵量がカーボンオフセットと
なり、コンクリートブロックと比較してCO2排出量を削減することが
できる。さらに、断熱性が高く直射日光の照り返しを抑えるため、ヒー
トアイランド現象も抑制。目地がないので雑草の抑制も期待できる。

【仕様】
◉	 サイズ（㎜）：高さ50×幅100×長さ200／容積：0.001㎥／カラーバリ

エーション：白木色、ハニーメープル、ブラウン、ワイン
●	 問い合わせ先：日本道路株式会社

木質成型ブロック
日本道路株式会社

間伐材を主原料にした舗装ブロック

白木色 ハニー
メープル ブラウンワイン
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写真：黒住直臣

豊
か
な
里
山
に
、
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な
細

長
い
木
造
建
築
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
千
葉
県
八
千
代
市
に

あ
る
高
齢
者
向
け
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設「
52
間
の
縁
側
」

だ
。
と
い
っ
て
も
、
利
用
し
て
い
る
の
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
。
何

気
な
く
立
ち
寄
っ
た
大
人
や
子
ど
も
な
ど
、
様
々
な
人
が
訪
れ
る
。

　
建
物
は
南
北
に
長
い
敷
地
に
沿
っ
て
、
奥
行
き
約
４・５
ｍ
の
床
が

約
76
ｍ
に
わ
た
っ
て
一
直
線
に
延
び
て
い
る
。
名
前
に
あ
る
通
り
当
初

は
52
間（
約
95
ｍ
）の
計
画
だ
っ
た
が
、
複
合
的
な
機
能
の
一
部
を
隣

接
す
る
古
民
家
に
移
し
た
た
め
、
実
際
に
は
42
間（
約
76
ｍ
）と
な
っ

た
。
在
来
軸
組
工
法
を
採
用
し
、
上
部
構
造
は
１
・
82
ｍ
ピ
ッ
チ
で
配

し
た
木
軸
フ
レ
ー
ム
を
、
２
本
の
梁
で
挟
み
込
む
構
成
。
傾
斜
が
あ
る

地
形
の
た
め
高
床
に
な
っ
た
北
側
で
は
川
床
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
柱

や
梁
に
は
米
松
を
使
用
。
あ
え
て
木
材
を
現
し
に
し
て
、
利
用
者
が
架

構
を
理
解
し
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
設
計
を
手
が
け
た
の
は
、
地
域
共
創
型
の
建
築
を
得
意
と
す
る
山
﨑

健
太
郎
氏
。「
あ
り
の
ま
ま
そ
の
人
ら
し
い
日
常
の
暮
ら
し
」を
実
践
す

る
介
護
事
業
を
行
う
施
主
か
ら
依
頼
を
受
け
、「
縁
側
」の
よ
う
な
場
所

に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
木
造
建
築
と
し
た
。
高
齢
者
が
利
用
す
る
リ

ビ
ン
グ
や
浴
室
の
他
に
も
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
カ
フ
ェ
や
、
子
ど
も

た
ち
用
の
机
な
ど
を
設
え
、
施
設
の
外
側
と
内
側
の
境
界
を
曖
昧
に
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
地
域
づ
く
り
の
一
貫
と
し
て
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

は
近
隣
住
民
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。

  「
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
つ
な
ぐ
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
し
た
こ
の

建
築
は
、
２
０
２
３
年
度「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
大
賞 

内
閣
総
理
大
臣
賞
」

「
Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
建
築
大
賞
」、
２
０
２
４
年
度「
日
本
建
築
学
会
賞（
作

品
）」を
受
賞
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
多
世
代
共
助
と
い
っ
た

社
会
課
題
に
取
り
組
む
こ
の
場
所
は
、
人
々
が
行
き
交
う“
ま
ち
”の

よ
う
だ
。
高
齢
者
が
子
ど
も
を
見
守
り
、
子
ど
も
が
大
人
の
手
伝
い
を

す
る
。
そ
ん
な
日
常
風
景
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

人とのつながりを生む
高齢者デイサービス施設

「52間の縁側」

緑

千葉県
八千代市



付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

Kenzai Monthly October 2025 Kenzai Monthly October 20259 8

本　　社 	●	広島県安芸郡府中町鶴江
	 	 2-12-27
創　　業 	●	1897年
資 本 金 	●	1,000万円
従 業 員 	●	約20名
事業内容 	●	植物乳酸菌の高濃度発酵

技術を応用したプラントベー
ス発酵飲料「マイ・フローラ」
ブランドの製造・販売

  「
植
物
乳
酸
菌
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
他
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
と
の
違
い
が
生
活
者
に
伝
わ
り
に
く
く
、
思
う

よ
う
に
は
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
乳
酸
菌

は
体
外
へ
排
出
さ
れ
る
た
め
毎
日
続
け
て
摂
取
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎
日
の
食
生
活
に
気
軽
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
、
し
か
も
水
や
お
茶
の
よ
う
に

飽
き
の
来
な
い
お
い
し
さ
と
は
何
か
を
追
求
し
、

２
０
１
１
年
に
、
野
菜
を
ベ
ー
ス
と
し
た『
飲
む
、

植
物
乳
酸
菌
』の
発
売
に
至
り
ま
し
た
。
植
物
乳

酸
菌
の
高
い
機
能
性
を
お
客
様
に
伝
え
る
た
め
、

通
販
を
中
心
に
販
路
を
開
拓
し
少
し
ず
つ
売
り
上

げ
は
増
え
た
も
の
の
、
思
う
よ
う
な
実
績
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

経
営
理
念
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
化
し

根
幹
か
ら
の
リ
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
に
成
功

︱
︱ 

モ
ノ
が
溢
れ
情
報
競
争
の
激
し
い
現
代
は
、

良
い
商
品
を
作
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
時
代
で
は
な

い
。
生
活
者
に
選
ば
れ
る
た
め
に
は
強
み
や
特
徴

を
確
実
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。「
ブ
ラ
ン
ド
力
」

の
重
要
性
を
痛
感
し
た
同
社
は
、
新
た
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
を
新
設
し
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
も
新
た
に
採
用
し
た
。

  「
２
０
１
９
年
、
商
品
名
を
『
マ
イ
・
フ
ロ
ー
ラ
』

へ
と
変
更
。『
お
な
か
を
育
て
る
』
と
い
う
企
業

コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
、
商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー

性
な
ど
も
整
理
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
積
極
的
に

発
信
し
ま
し
た
。
企
業
ロ
ゴ
も
一
新
し
、〝
食
を

通
じ
て
『
健
康
に
な
る
・
笑
顔
に
な
る
・
楽
し

め
る
』
を
実
感
し
て
も
ら
う
〟
、〝
食
を
通
じ
た

『
喜
び
』
や
『
楽
し
み
』
を
創
出
す
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
〟
な
ど
、
経
営
理
念
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
も
明
確
化
し
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
従
業
員
の
行
動
指
針
を
新
た
に
作
成
し
ま

し
た
」

︱
︱ 

事
業
の
根
幹
か
ら
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
商
品
を
広
く
生
活
者
に
伝
え
る

こ
と
に
成
功
し
、
現
在
の
売
り
上
げ
は
全
盛
期
の

半
分
ま
で
盛
り
返
し
て
い
る
。
単
に
商
品
名
や
ロ

ゴ
を
変
え
る
だ
け
で
は
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
成

功
し
な
い
。
ま
ず
は
、
今
後
ど
う
な
り
た
い
か
、

何
を
目
指
す
の
か
を
従
業
員
と
一
丸
と
な
っ
て
明

確
に
す
る
。
そ
こ
か
ら
よ
う
や
く
取
り
組
む
べ
き

こ
と
が
見
え
て
く
る
と
野
村
氏
は
話
す
。

  「
２
０
２
３
年
に
は
新
工
場『
マ
イ
・
フ
ロ
ー
ラ

プ
ラ
ン
ト
』を
新
設
し
、
自
社
運
営
の
腸
活
カ
フ
ェ

を
は
じ
め
、
工
場
見
学
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
お
客

様
と
従
業
員
の
交
流
の
機
会
を
設
け
、
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
５
年
か
ら
は
地
元
球
団
の
広
島
東
洋
カ
ー

プ
と
連
携
し
、
選
手
の
腸
内
環
境
改
善
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
。
ブ
ラ
ン
ド
力

の
さ
ら
な
る
強
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
植
物
乳
酸
菌
と
の
出
合
い
か
ら
20
年
、
よ
う

や
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
海
外
事
業
も
拡
大
し
な
が
ら
、
商

品
を
通
じ
て
お
客
様
に
感
動
を
与
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
」

︱
︱ 

１
８
９
７
年
に
酪
農
業
で
創
業
し
た
同
社
。

当
時
、
栄
養
価
の
高
い
牛
乳
は
高
価
な
薬
の
よ
う

な
感
覚
で
飲
用
さ
れ
て
お
り
、
や
が
て
昭
和
に
入
る

と
乳
製
品
は
嗜
好
品
と
し
て
人
気
を
集
め
た
。
同

社
も
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
様
々
な
商
品
を
展
開
し
、

１
９
８
０
年
代
に
は
売
り
上
げ
お
よ
そ
10
億
円
以
上

の
企
業
へ
と
成
長
し
て
い
た
。
し
か
し
、
１
９
９
０

年
代
に
入
る
と
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
が
全
国
規
模

の
展
開
を
開
始
。
厳
し
い
価
格
競
争
に
よ
り
、
地

元
の
小
規
模
メ
ー
カ
ー
の
撤
退
が
相
次
い
だ
。

  「
当
社
も
例
外
で
は
な
く
、
売
り
上
げ
は
１
億
円

を
切
り
、
30
名
以
上
い
た
従
業
員
も
わ
ず
か
２
名

と
な
る
な
ど
窮
地
に
陥
り
ま
し
た
。
企
業
存
続
を

懸
け
、
１
０
０
年
培
っ
て
き
た
独
自
の
発
酵
技
術

を
用
い
た
新
た
な
商
品
づ
く
り
を
模
索
す
る
日
々

が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
わ
ら
に
も
す
が
る

思
い
で
あ
ら
ゆ
る
研
究
会
や
企
業
懇
親
会
に
参
加

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
広
島
大
学
と
産
学
官
連
携
研

究
に
取
り
組
む
機
会
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
植
物

乳
酸
菌
と
出
合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」

︱
︱ 

創
業
当
時
か
ら
同
社
の
企
業
理
念
は「
食

を
通
じ
て
、
お
客
様
の
健
康
維
持
の
役
に
立
つ
」

と
い
う
こ
と
。
そ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
れ
ま

で
扱
っ
て
き
た
動
物
乳
酸
菌
で
は
な
く
植
物
乳
酸

菌
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
着
手
し
た
。
世
界
的

に
も
珍
し
い
、
植
物
乳
酸
菌
１
０
０
％
で
発
酵
さ

せ
た
固
形
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
開
発
に
成
功
し
、
乳
製

品
製
造
か
ら
の
事
業
転
換
を
決
意
す
る
。

事
業
存
続
を
懸
け
た

〝
植
物
乳
酸
菌
〟の
商
品
開
発

︱
︱ 

自
社
の
原
点
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
倒

産
の
危
機
か
ら
復
活
を
遂
げ
た
老
舗
企
業
が
あ

る
。
植
物
乳
酸
菌
で
発
酵
さ
せ
た
飲
料「
マ
イ
・

フ
ロ
ー
ラ
」シ
リ
ー
ズ
を
製
造
販
売
す
る
野
村
乳

業
だ
。
広
島
県
で
１
２
８
年
続
く
同
社
は
、
健
康

志
向
の
高
ま
り
の
中
で
注
目
を
集
め
る「
腸
活
」

の
波
を
捉
え
、〝
良
い
商
品
〟を〝
売
れ
る
商
品
〟

へ
転
換
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

  「
乳
酸
菌
に
は
動
物
性
と
植
物
性
が
あ
り
、
動
物

性
は
糖
分
が
豊
富
な
乳
な
ど
に
、
植
物
性
は
野
菜

や
果
物
な
ど
の
表
面
に
生
息
し
て
い
ま
す
。『
マ

イ
・
フ
ロ
ー
ラ
』に
含
ま
れ
る
植
物
乳
酸
菌
は
、

動
物
乳
酸
菌
と
比
較
す
る
と
生
き
て
腸
ま
で
届
く

力
が
強
く
、
よ
り
整
腸
作
用
が
見
込
め
る
と
い
う

大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
」

野
村
乳
業
株
式
会
社従来扱ってきた“動物乳酸菌”から

“植物乳酸菌”へと事業転換し
ブランドを確立

世界的にも珍しい
植物乳酸菌で発酵させた

健康飲料を開発

腸活カフェや工場見学などの
新たな取り組みでロイヤリティを醸成

ここが注目ポイント

「植物乳酸菌」を武器に
事業転換しV字回復を果たした
老舗の健康飲料メーカー

代表取締役

野村 和弘 氏

2023年に竣工した「マイ・フローラ プラント」。工場内には“腸活カフェ”を併設し、
腸活メニューを提供

便秘気味の人が「マイ・フローラ」を2週間
連続摂取し効果を実証

酸味のあるさっぱりとした味わいの植物乳酸菌発酵飲料「マイ・フロー
ラ」を中心に、グラノーラやサプリメントなども展開

工場で実施している「発酵体験ツアー」の様子。セミナーなどを通して
発酵について学ぶことができる

2週間継続摂取することで、
排便回数が有意に増加

トイレの
回数が 増加！

摂取前

排
便
回
数（
回
）／
週

6

4

2

0
摂取
2週間後

摂取前 摂取
2週間後

プラセボ群 被験食品群

3.9
回

4.6
回

3.9
回

6
回



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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パソコンの買い替え時、古いパソコンを下取りできると喜んでいましたが「フ
リマアプリの方が高く売れますよ」という店員さんの親切なアドバイス。それ
から約1年、我が家の“インテリア”として眠ったままになっています。リサ
イクルとは「思い」だけでなく「行動」なのだと痛感し、重い腰を上げフリマ
アプリをインストールしました。この眠った資源を誰かに活用してもらえる
よう、値引き要請に負けず送り出したいと思います。（H）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　熊本支店　東熊本展示場

　国土交通省住宅局の2026年度予算概算要求は2,068億円
で、今年度比120％となった。4つの重点施策を基本方針と
し、新たな事業や支援の拡充･見直しが行われている。主な
新規、拡充の事業は次の通り。
１．住まい・くらしの安全確保、良好な市街地環境の整備 
・	2035年度までの住宅耐震化目標達成に向けて、耐震診断・
改修・除却・建て替えなどを支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・  拡充  延長

・		密集市街地の延焼危険性を削減するため、地方公共団体な
どが行う老朽建築物の除却に対する支援を強化 ・・・・・・   拡充
・	住宅市街地における水害対策を総合的に支援する事業を
創設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  新規

・		水害ハザードエリアの防災改修などに対する支援を強化 	
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  拡充  延長

・		老朽化した大規模公的賃貸住宅団地などで、災害時の在
宅・地域避難機能の取り組み支援を強化・・・・・・・・・・・・・・  拡充

・		UR団地の子育てしやすい住環境の整備や子育て世帯の優
先入居などへの支援を強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  拡充

２．既存ストックの有効活用と流通市場の形成 
・既存住宅の流通量の増加や住宅取引時の情報開示、消費者
支援体制の整備などを促進する事業を創設・・・・・・・・・・・・新規

・	空き家などが急増する恐れのある既成住宅地で、住宅活用

などを通じた対策の企画立案・深化を図る事業を創設
	 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  新規

・		空き家などの増加に備え、総合的な空き家対策を加速する
ためにDXを促進し、空き家の除却・活用の取り組みなどの
支援を強化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  拡充  延長

３．誰もが安心して暮らせる多様な住まいの確保
・		支援する親世帯などと近居する場合、UR賃貸住宅に新た
に入居する子育て世帯などに対し家賃減額への支援を強化	
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  拡充  延長

・		高齢者の良質な住まいの整備推進に向けて、サービス付き高
齢者向け住宅供給に対する支援の重点化を図る ・・・延長  見直し  

４．住宅・建築物における持続可能な社会の構築
・		循環型経済の実現に資する既存住宅の活用拡大のため、既
存住宅の改修に対する支援を強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 拡充  

・		ライフサイクルカーボンをより的確に算出・評価する先導
的な事業などへの支援を強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  拡充  

・		新築住宅の「ZEH水準相当の省エネ性能の確保」のため、
ZEH水準の省エネ性能が確保された賃貸住宅の新築を支
援する事業を創設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 新規

・	建築主事・建築士などの各種業務の効率化・質の向上を図る
ため、総合的にDXを支援する事業を創設 ・・・・・・・・・・・・・  新規 	

国土交通省住宅局の2026年度予算概算要求は2,068億円

【環境省】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　経済産業省･国土交通省と連携し、戸建住宅のZEH化、
集合住宅のZEH-M化、既存住宅の断熱リフォームによる脱
炭素化を支援する「住宅の脱炭素化促進事業」を実施する。
実施期間は2026年度～2028年度で、2026年度は90億円
の予算を要求。
■ 事業概要

（１）		戸建住宅・集合住
宅のZEH化・省
CO2化促進事業
①新築戸建住宅
のZEH・ZEH＋
化等支援
②新築集合住宅
の ZEH-M 化 等
支援

③既存住宅のZEH化改修促進支援
（２）既存住宅の断熱リフォーム支援事業

既存住宅の断熱リフォームを行う者に対する補助
（３）省エネ住宅の普及拡大に向けた課題分析・解決手法に

係る調査検討事業
省エネ住宅に関する課題分析・調査検討業務の委託

【経済産業省】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

  「高付加価値な成長投資の促進」として、GX分野では「高
効率給湯器導入促進による家庭部門の省エネルギー推進事業
費補助金」に550億円が計上された。
■ 事業概要
消費者などに対し、家庭のエネルギー消費量を削減するため
に必要な高効率給湯器（ヒートポンプ給湯機、ハイブリッド
給湯機、家庭用燃料電池）の導⼊に係る費用を補助する。昼
間の余剰再エネ電気を活用できる機種やより性能の高い機種
など、一定以上の要件を満たしたものに対して補助を行う。

環境省、経済産業省の住宅関連2026年度予算概算要求
住宅のZEH化、断熱リフォームの推進、高効率給湯器導入促進など

【補助額/補助率】
地域区分/階層等 補助額/補助率

戸建住宅
ZEH※1

1〜3 55万円/戸
4〜8 45万円/戸

戸建住宅
ZEH＋※1

1〜3 90万円/戸
4〜8 80万円/戸

集合住宅
ZEH-M※1

低層 40万円/戸※2

中層 40万円/戸※2

高層 1/3※3

ZEH化
改修促進

戸建・集合 1/3相当※4

省エネ診断 1/3
断熱リフォーム※1 1/3※4

※1 追加設備等に対する補助あり
※2 LCCO2の算定を行った場合50万円/戸
※3 過去に採択された案件の継続分に限る
※4 補助上限あり
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その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2025年8月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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▲ 10,11460,275
132

60,143
17,532
26,585
339

15,819
6,148
9,476
55,545
4,730
108

1,372
0

3,250
37,046
23,229
443

14,878
7,868
33
7

61,409
662

60,747
17,665
27,412
446

15,886
5,971
9,709
55,883
5,526
627

1,482
0

3,417
37,024
24,385
166

15,625
8,544
42
8

55,956
797

55,159
16,030
24,289
562

15,075
5,945
8,921
50,496
5,460
718

1,451
0

3,291
33,794
22,162
538

13,851
7,750
17
6

43,237
599

42,638
11,920
18,893
500

11,924
4,778
7,083
39,303
3,934
574
847
0

2,513
24,563
18,674
482

10,709
7,401
28
54

▲ 6,548
▲ 296

▲ 6,252
▲ 2,069
▲ 2,354
▲ 704

▲ 1,421
▲ 1,353
▲ 102

▲ 6,697
149

▲ 214
▲ 102

0
465

▲ 2,680
▲ 3,868
▲ 184

▲ 3,138
▲ 511
▲ 9
▲ 26

▲ 114
▲ 10,000
▲ 3,452
▲ 2,779
▲ 115

▲ 3,768
▲ 1,746
▲ 2,113
▲ 9,530
▲ 584
▲ 101
▲ 699

0
216

▲ 4,132
▲ 5,982

97
▲ 3,466
▲ 2,590
▲ 12
▲ 11

▲ 9.8% ▲ 14.4%
▲ 69.2%
▲ 9.4%
▲ 10.6%
▲ 8.1%
▲ 67.5%
▲ 8.2%
▲ 18.0%
▲ 1.1%
▲ 10.8%

3.3%
▲ 66.5%
▲ 6.9%

―
16.7%
▲ 6.7%
▲ 14.3%
▲ 29.3%
▲ 17.4%
▲ 6.1%
▲ 21.4%
▲ 78.8%

▲ 46.3%
▲ 14.3%
▲ 16.5%
▲ 9.5%
▲ 25.3%
▲ 19.2%
▲ 22.1%
▲ 18.2%
▲ 14.6%
▲ 11.0%
▲ 48.3%
▲ 33.8%

―
7.1%

▲ 10.0%
▲ 20.5%
28.0%

▲ 18.9%
▲ 24.8%
▲ 26.7%
▲ 61.1%

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2025年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

2025年2024年

8月 9月 10月 11月 12月

8月

8,320

8,456

9月

8,845

7,703

10月

9,007

7,323

11月

7,244

7,248

12月

7,156

7,598

1月

6,450

6,730

2月

7,568

7,581

3月

11,316

8,277

4月

4,839

6,238

5月

5,251

6,962

6月

7,756

7,486

7月

8,433

8,515

8月

7,792

7,328

8月

23,769

8,035

24,249

10,770

9月

25,047

7,139

24,107

12,261

10月

25,586
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24,840

10,708

11月

23,405

6,789

23,885

10,973

12月

21,355

7,044

23,210

11,348

1月

21,984

6,981

17,201

9,968

2月

22,254

6,417

21,124

10,788

3月

29,940

10,048

34,499

15,315

4月

20,695

5,356

19,992

10,145

5月

16,902

5,566

13,637

7,132

6月

20,803

6,697

19,075

9,381

7月

22,168

7,829

21,822

9,590

8月

21,510

7,395

20,669

10,701
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